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Fire－clay　and“Bota，，一clayey　partings，

raw　material　of　the　so－caIled“Bota・ch＆一

motte，，一訊re　accompanied　by　coal　se＆ms

of　Oyake　complex　and　H：onsδcomplex　of
Eocene　formation　in　Chikuh6coameld．

　Seeing　from　geologic母！structure，　a　Iarge

amount頃resources　is　exp争cted　from　sα1th

・fNδ琴atacity，especiallyfr・mthes・uthem

partofthecoal五eld．
　‘‘Clay，，，ill　many　cases、is　the　weathering

product　of　partings　in　coal　seams　and脚・

weat五ered　partings　arePused　for　chamotte．

　“αay”　and　“Bota－chamotte”　of　higher

gr呂de　than＄K34証e　rather　sma11in　amount，

but　about　ten　millions　tons　of　lower　grade

ones（SK34－29）are　found　there．

　They　are　inferior　to　foreign　clayl　and，

chamotte　in　some　respβcts，but　are　very
import訊nt　r扱w　material　for　Japanese　ceramic

industries。

2）　Inspect三〇n　list　of“Bota・chamotte，，producing

d三stricts．
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1）　Inspection　list、of　clay　producing　distr三cts・
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　　　　　　襲　　　　旨
筑豊粘土及ぴ「ボタシヤモツト」原料のボタは主に第

三紀始獅期の生成に係る大焼累層及び本層累層（一名三

尺五尺累層）中の炭層に、附随して産出するのであつて，

地層の分布状態から推察して資源的に期待出来るのは直

方市以南の地域ヲ特に炭田の南部である。

多くの場合，炭層間のボタが地表で風化されたものを．

粘土乏して採掘しており，余り風化作用を蒙つていない

ボタの中，粘土分と炭質物との比が適量で．目．つ耐火度の

　　　　　　　　　　　　　　　　（1）高いものをボタシヤモツトの原料として採掘している。

例外としで，田川郡糸田町の豊国炭鵬の坑内に於ては大

焼累層に属する四番層の上盤及び五番層の下磐から淡灰

褐色の光沢ある耐火粘土を産出する。

　これ等粒土及びボタシヤモツトには耐火度SK34竣車

のもめは少いが，SK34～30程度のものは比較的多量あ

つて（第1表参照）粘土産地としては目尾，総田及び豊

国地区，ボタシヤモツ トとしては後藤寺地区が資源的に

有望である。

　筑豊地区の主要肺土及びシヤモツト用ボタの嘩地は第

1表に示す如くである（O印を付したのは八幡製鉄所の

調査資料による）。

　　　　　　1．繕　　　雪
　筑豊炭田に於ける耐火粘土及び所謂r篶タシャモツト」

の原料であるボタは開発されてから既に2G年以上を経

／

畳鉱床部

（1）ボタ山グ）自然発・尺によつて生じたシヤモットを

探集している勝もある。　　　　　　　　　　　　＼
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第1表 粘土産地一、覧表　　　　　 一髭産能力「耐火度！
地　　区　1業者或は産地　　t／月　　　SK　　、
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筑豊粘土及びボタ調査概報（村岡誠）

　　過し，耐火物資源に乏しい九州に於て熱処理工業原籾資

　　源として重大な役割を演じで来たぼかりでなく，最近は

　　遠く釜石，輪西等に旭送られているにも拘らず，今厳ま

　　で組織的な調査が行われた事が無く，且つ資源的にもな

　　お開発の余地が残つていると認められるので，昭和25年

　　5月16日より同年6月一8日に至る24ロ間，浜地忠男，金

　　沢通夫の両名と共に該地区の調奪を行つた。

　　　　　　　　　　　　　　しやかのお　　．短期聞であつたので，比較的嘱望されてV・る目尾，鯨
　　いえつ　　　　　　ぼろこく
　　田，稻築赤池及び，豊国地区の精査と後藤寺地区の概査と

　に止めざるを得な遜つた。

。　　　本調査を行うにあたつで，種々援助を与えられた日本

　饗鉄株式会社八幡製鉄所，日鉄鉱業株式会社，明治鉱業

　　株式会社及び黒崎窯業蛛式会社の各位に対し深甚の謝意

　　を表する。

　　本報告は調査の概要を取敢えず発表するのであづて，

　　化学分析，熱分析等の諸試験が終了してから改めて詳細

　　な報告書を作成する予定である。

　　　　　　2．位置及び交蓮
　　各調査地の位置は第1図に示す如くであつで，何れも

　　i蕃名な炭購に近い位置を占めてV・るのさ交通，蓮搬は共

　　に便利である。
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　　　　5・地　　質
　調査区域の基底をなしているのは，花闘岩及ぴ古生層

であつて，これ等を不整合に補覆して第三紀層が発達し

ロている。第…三紀層の下部の直方層群は上部から

　上石累層　210～290m一鞭婁撚§三　1

古生層　 ／　花崩岩
の順に成層しており，粘土及びシヤモツ．トの原料である

求タは主として下部の2累層から産出する・
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　第2図淡暦魁比図』
（斜線：粘土及びシヤモツト用ボタを伜う炭騒）

o 5

第1図　筑豊地区調査区域
1。加納炭鑛　　2．二瀬炭鑛　　3．三菱鯨田炭鑛
4．聯生愛宕坑　5。赤池炭鑛　6。豊翻炭鑛
7．野上炭鑛　8．吉田炭鑛　9．豊州炭鑛

　1）大嶢累暦
主として砂質頁岩の累層から成る。

二瀬区域に於ては最下部に稽々厚v・花嵩質含礫沙岩，’

砂岩があるが，その他の区域に於ては砂岩は一般に細粒，

灰色乃至灰緑色で，黄褐色に風化している事が多い。下

部は濃緑色，青紫色，赤紫色頁岩を鋏む事が一般的であ

るが，これを欠く場含もある。基底に近い赤紫色頁岩の

発達が特に著しいのぱ稻築地区であつて，この地方では，一

この上位に厚い白色砂岩がある。中部は主に砂岩層で上

部は主として頁岩で僅かに砂岩を挾んでV・る。

　2）本層累層（■尺流尺累層）

何れの地方に於ても上部及び下部に2分される。下部

は砂岩より成り，時に礫岩を挨んでV・る。砂岩は大焼累

層のものに似てV・て緑色のものが多く，稀に白色のもの

を混えている。この礫岩質の部分の存在によつて大焼累

層と区別する事が出来る。ゆ
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1

地質調査所月報（第2巻第4’一5号）

　上部は主として頁岩より成るが，中央部に梢々厚い砂

岩層の霧在する事がある。

　5）竹谷累属
　上・下の2部に分けられる。下部は砂岩と礫岩が多く，

本層累層の上部と容易に区別出来る。上部は砂岩・頁岩

の互層で全般的に見ると本層累層に比較して砂岩及び際

岩が多v・。

　4）上石累層
　本層は砂岩，礫岩に富む地層であつて，竹谷累層と岩

質が極めて類似しているので，二’瀬区域では岩相による

区別がつけ難く，上三尺石炭層以上のものを上石累層と，

し’た。

　　　　　4．鉱　　　床
　粘土及びシヤモツト原料となるボタは前述の様に大焼、

累層及び本層累層の中に発達している石炭層に附随して

V・るのが普樋であつで，その他の累層中に存在しでいる

ものは層厚が薄いか，或は耐火度渉低いか又は鉱量が少

くで，嘱望し褥るが如きものは未だ発見されていなV’・

粘土及びシ》モツト原料となるボタを伴つてV・る石炭層

は第2図に示す如くであるが，就中良好な耐火原料を産

出するのは日尾，蜘茂，二瀬の底＄尺，総田の七ヘダ・

豊国の三番及び五番層，後藤寺の新五尺及び砂界である。

　これ等各層の中，粘土層として採掘されているのは辱

三尺，七ヘダ，尺ナシ等の露頭部であつて・更に豊国の

四番及び五番層からは耐火度SK30・5・一34の粘土を産

出するから将来耐火粘土層として稼行される可能性が大

である。

粘土及び紗として稼循れ費紬の1ま石炭薄層と

交互に互層をなして発漣しており，各一層の層厚は通常

10（・30cm程度であつて，稼行し鶴るものの層厚の含計は

　　　　　　　　』一炭層（例えば底三尺とか新

も

　　　　　　　　　　　　　　　　　B　　　　　　1　　　　　　2ゆ』
　　　　　　　　　　　　　　　　　遍一・　　　　蘇　・　　　賃」　　　，
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第　3　図 目犀0，二瀬O鯨国地区地質図

　　　　　　　32一（222〉

五尺≧か云つたもの）に就て

粘土及びボタを合して0・48～

『4．80mである。

　1）目尾地区
　本地区の底三尺層は層厚4m

内外で，石炭と粘土或はボ・タ

の薄層が多数累重している・。

区域の最西部に芋状を呈して

露出している底三尺層露頭の

断層以南の部分は山の傾斜に

沿つて地層が露出してV・る関

係で炭層間のボタは全部粘土

化して居り，品質も今回調査

　した範囲内で最も優良である。、

中央部の底三尺層の露頭は上

盤の岩層も比較、的浅く，将来

良質の粘土は産出すべき有力

候補地であるが，品質の点で

最西部のものより稽々劣る0－

東部のものは，掘進が進むに

従つて，冠りが厚くなり現在

採掘中の所でもシヤモツト原

料としてでなけれぼ使用出来

　なV・部分力§ある。

　この．区域の下部を浴層斜坑

　で採掘している加茂炭婚芳ノ

　谷坑内では粘土は全く認めら

　れず，全部シヤモツト用ボタ

　ぼかりである。
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筑豊粘土・及ぴボタ調査概報（粒岡誠）

　2）聡田地区
　本地区に於ても主として地表に近い粘土層を採掘して

V・る。粘土を含んでいるのは大焼累層に属する中〆層，

尺ナ平及び七ヘダであるが・中〆層中のもの綜大部分採

掘し尽されEつ品質も不良である。尺ナシ及ぴ七ヘダの

間隔は約5mで，前者の層厚は3．Om，後者は4．7mであ

る。山倉工業の採掘現場では東側の谷までは露天掘が可

能で将剋主に粘土を産出すると1齢れるが読原蝶、

及ぴ吉浦鉱業の区域では粘土と共に相当量のシヤモツト

　　　　、・．獺》
　　　三…薪．糖

　　　』二二二坊ニニ：＼

　　匪睾…鑑響

を産出するであろうろ就原工業の採掘区域は現在でも冠

りが20m、駈励・且つ断層力澗近にある9で多畢の

鉱量を期待する事は出来ない。吉浦鉱業方面には品質の
　　　　　て2）
悪V・ものが多い。山倉工業採掘場附近に「坑口を有する

辮炭麟宕坑円鴛，曹モツト用ボ郷獅が，，殆

んど総て石炭と共に採掘されてしまつている。

　5）＝瀬地区
　本区域には炭婿が多く乳叉地形と地質の関係で炭層が

広く露出していなV・ので粘土は殆んど存在してV・なめ。

　
　
　
董

、
．
鐙
賞

殴，鳴

1考『

・蒋．

1一噂，

漆灘　貰
慮一
、　＼

　じ　　　　　・
一　　　　　　　　　　　響　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　一　　　　　■　』o

．』膵享

　拶…
㍗

舶尾

　躍1環蘂

　　　　　　　　　　慮護馨屡

　　　　　　藤難

　　　　熱　　　　　　　㌧　　　　　　　　一　園石腋岩
　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　ず
　　　　　　　　　　㎜吉生磨、

　　，一一”艶
ヨ　　　藤寺 ～後藤寺

〆

唯日鉄二瀬炭鉱硯片島方面に1，上石累層、

に属†る炭層に伴つて粘土層が存在して

いるが，耐火度がSK：32一・31程度で且

つ鉱童が少V・から早葱に開発をずる爾値

を認め難い・然し乍ら上石累層中の粘‡

で耐火度がS：K32《イ31と云うQは筑豊炭

田に於ける特殊マ）例である・

　シャモツト用ボタは五尺，鬼石，館石

及び底三尺の各層から産出されて居り，

小炭曙に於ては坑口でボ4を野焼レ，二

瀬炭鉱に於ては自然発火によつてシヤモ

ツ，ト化したボタ山から晶質良好のものを

　　　　　　　　　うる6
採集してV・る。叉同炭鉱潤野坑の底竃尺

層のボ4綜品畳良好で，鉱量も大であるo

中央坑の底三尺層は殆んど探掘し尽され

ているる

　4）編築地区
　　　　　　　　　　　　ろるしお
　稻築炭鰐の五尺炭，帯無層，漆生炭鉱’

の五尺炭からシヤモツト用ボタ及び粘土

を産出する。

　小石三尺層中にもボタの発達が見られ

るが，稻築炭鍔では殆んセ全部探掘し尽

’されてv・る。露頭部で六量に粘土を探掘

し碍る所は無い。

　5）赤池地区
　小峠，坊主ケ谷及び林ケ谷地域に下五

尺及び四枚の層厚合計4mに蓬する露頭

が存在LてV・て，粘土を産出す為。この．

区域では大焼累層中め炭層を余り撚掘し

て“なV・ので芳ノ谷，新五尺或は砂界等

にシヤモツト用ボタが発建しているか否．

　　　　第4図　赤池・豊國・後藤寺地区地質図

（2）覗原及び吉浦方面では尺ナシ暦は稼行してい陰い。

可能性が大である・粘土層の探掘状態か

ら察すると小峠のものは批年期，坊主ケ
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谷は老年期，林ケ谷は幼年期に属ずるもので品質は小峠

力§最良で，坊主ケ谷と林ケ：谷は小峠より劣り，両者は略・々

同様である。林ケ谷には露天掘可能区域が広範囲にある。

　6）豊国地区
豊国炭鵬坑内より産出するシヤモツト用ボタをシヤフ

ト・キルンで嶢成している。これに使用するボタで贔質

良好なものは三番層に伴うものであつて，五番層に伴う

　　　　　　むチものはこれに亜v・でv・る。四番層の、ヒ盤と五番層の下盤

に厚さ0・3m，耐火度＄K34～30・5の耐火粘土層が発達

してい七，将来耐火粘土資源として重要視される可能性

がある。唯粘土層の常として走向及び傾斜方向えの品質

の変化が比較的著しい様であるから，実際に稼行する場

合には精密な調査を雲施して，高耐火度のものの賦存範

囲を確認する必要がある。

　7）後藤寺地区
　沖積層に被覆されている大焼累層下部の炭層を採掘し

てV・る区域である。粘土層は殆んど認められず，専ら坑

内で石炭と共に探掘されたシヤモツト用ボタを坑口附近

で野擁してV・る。野上鉱業でほ新五尺及ぴ砂界を，吉田

炭鰐及び豊州炭曙では砂界のボタを採掘して居り，更に

豊州炭鵬では砂界から探掘した旧ボタ山の自然発火によ

つて生じたシヤモツトを探集してV・る。本地区に於ては1

この新査尺及び砂界は位登町を径て更に南方に連亘して

V・るから将来シヤモツト産地として嘱望される様になる

鱗ろう。・シ憐外の品質は他地域のものに比較して

優良で品質良好なボタだけを選別して焼成すれぼ耐爽度

SK24＋～35のものを鶴られる。

　　　　5．化挙成分及び耐爽度
従来発表された筑豊粘土及びシヤモツトの化学成分及

び耐火度は次に示す如くである。

第2表　　粒土化学成分及び耐火度

冒地琳幽圃鯛A嘩・iMg・i嚇・

〃　本層 16。9546．55　1．12134・35

赤｝禰謡：離1櫨

赤酬捌器駕
　　”112・39149・30iO・74B5・83
　　列璽・33i55・58i2・1133・00

目尾1・2…148…剛副ll35
『
”
特
選
1

14・40…47・80日・2435・4010・37iO・7gl35

0．07 0．47 34．5
　 　　　

　l　l33
　1　　1　i　l34－

　l　I30　1　1
　1　i33・5
’口29・、

　l　l3・
明治鉱業分析

第3表　シヤモツト化学成分及び耐火度

響及癖㎞画A動
徳啄幕一17174145i46q．61

“野齢　凹
　ヤモツト　11．78i55．68，2．72

豊国
三番層シ
　ヤモツ　｝・　　　　　　　55．22　　1．10

、〃五
　　〃　　　　　　53．26　　3．43

磯61羅。・iMσd

　1
35．470．95
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42．800．4、0
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33．5
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第4表

総田；八幡製鉄所分析　　豊国；明治鉱業　分析

筑豊粘土推定鉱・量（t〉

地区

目

尾，

総

田

位　耀1層 名

佐野一号露天
〃

〃

〃

〃

〃

田

二号〃
三号〃
四号〃
・五号〃
六号・〃

倉　耐　火

計

吉

祀

山

浦　鉱
原　工

倉　耐

　〃

計

業

業

火’

底　三　尺
　　〃

〃

〃

〃

〃

〃

底　三　尺
　　〃

　　〃
尺，ナ　シ

A
4，600

1，600

　　18，900

’　　1，900．

2，100

29，100

57，200

57，209

B

11，600

4，800

2，000

18，600

5，600

1，800

5，100

49，50窪

17，900

8，200

26，100

168，400

220，6細0

C
20，400

5，600

3，400

28，200

4，900

22，700

85，2醸0

15，900

8，100

19，500

190，000

255，500

D

7，0QO

4，600

9，600

28，000

37，400

36，600

、19，600

10，800

50レ4Ω9

（3）三番暦の探掘石炭の量とボタの量の比は20％を確　　　（4），炭質勉を含む。

保している。
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覗．原工業
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　　　　6，鉱　ヤ　量
探集試料の耐火度試験が完了し七いないので将来多少

数値に変更を加えなけれぼならぬ惧れが無いとは蓉えな

V・が，従来各研究機関で行つた試験結果を参考として耐

火疫別の推定鉱量を算定ずれば第4及び5表に示す如く

である。但しここに示す鉱量は，粘土としては露天掘可

能の部分，ボタとしては石炭探掘の坑道で直ちに探掘出

来る部分だけを計算してある。叉比重は赤池，豊国及び

後藤寺地区では2．5とし，他に於ては総て2・0と見倣した。

　　　　　7・生産実績
昭和24年度に於ける地域別生産零績は次に示す如くで

ある。

　　粒土生産額（t）　　　　シヤモツト生産額（t）

目尾7，000ド
魚念　　　田　　　5，500。

大分’3，000，
桂　　　　ノU　　　　1，200

赤油5，000

総　田　1，200
二　瀬　1，200’
後藤寺　1qOOO
大　隈　2，500
上山田．1，200

言十　　　　　21，700 旨影　　　　　16，ヱ00

　　　　　8．結　　論
筑豊粘土及びボタシヤモツトが九州地方だけでなく遠

く北海道方面でも耐火材原料として重要視きれ皿つ利用

されてV・るのは事実であるが，使用者側ではこれ等の品

質を絶対無このものと思つて使用してV・るわけでなく，

それぞれの欠点は認め乍らも，この種資源に乏しい我国

としてはこれ等を使用せざるを碍ぬとあきらめているに

過ぎなV・6然し乍ら，和土の場合は採掘方法，シヤモ男

トの場合は焼成方法の改良によつて，現在より良品質の　1

ものが碍られる事は明かであるから，将来はこの方面の

研究を強力に推進すべきであるo即ち，粘土の腸含は良

貿の層を追つて出来るだけ走向面と平行に広く操掘すれ

ば，粘土の品質を揃え得ると共に，悪質粘土の混入を防

　　　　のぐ事が出来る。

叉シヤモツトの場合はボタを産出する炭層別に分類す

る事と野焼或はシ｝フトキルンによる焼成方法の研究改

良を行う事が大切である。従来の例であるとシヤフトキ

ルンで焼成する場合はボタが野焼の場合程焼しまもず，　、

且つ高温で焼くと　（通常は800～900。C）灰分がシヤモ

ツトに熔着して耐火度が低下する欠点があり，野焼では　F

灰分は洗v・流されるが，生焼のもの炉出来て，シヤモツ

トの収縮率が異る爲に耐火煉瓦の形を揃えるのに支障を

来たすと云う欠点がある。これ算の欠点は焼成溜度の調

節，シヤフトキルンの構浩改良等によつて多少は改善さ

れると思われるから使用者側の製造技術の改良と相侯つ

て相当の成果を挙げ得るものと認められる。

　元来筑豊粘土及ぴシヤモツト用ボタの鉱量は彪大なも

のであつて，石炭と共存する爲に単値も安く，その上小’

炭鉱の副収入源としセ無視し得ぬものであるから，将来

大V・に留意すべきである。　（昭和25年6月）　、
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　　　　　　R6sum6
　Brick・Silica・Stone　Deposits　of　Aki・gun，

　　　　Kσchi　Prefeet皿e．

　　　　　　　by
　Tδru：Kikuchi＆Nobuyuki　Iくiyohara・

　There　are　many　workablebrick・sllic駄一stone

deposits　of　comparatively　smaII　scale　in
F
　
A ki－gほn，K6chi　Prefecture，none　of　them

being皿ow　mined。Recently，however，on
account　of　the　lack　of　high　quality　br16k。si－

1ica・stone　in　Japan，their　reopening　and　de・

velopement揖re畠requested。

　The　are呂is　occupied　by　the　formation　of
Akigawa．group（Jurassic），chiefiy　cons玉sting

of　sandstone，shale，and　red　chert．

The　deposits　are　alway’s　found　enclosed　in

red　chert　in　lenticu1＆r　or　massive　form．

丁亘e　cha．racter　lof　area　is　generally　satis－

f＆ctory，＆nd　the　total　roserves　are　summed

upt・ab・utahmdredand且ftyth・usand
metric　tons．

The“Hi撒ishiyama”depos沁s　and　the“Sen・
tani，）deposits　are　the　ores　that　are　desirable

to　be　quickly　（1evelope（1　because　of　their

c・mp註rati▽dyc・nveρientapPr・ac瓦

（5）尤も粘土の暦厚が通常1暦で0．3m以下である．
　，から，余程地形的に恵まれた肌でないと実施は困難

　である。
菅鉱床部　　牌大阪支所
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